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東南アジアにおける生薬の比較研究

(第潤報)*

- ジ ョクジャカルタの jamu(1)-

新 田 あ や **

AComparativeStudyofCrudeDru皇sinSoutheastAsia,PartXII*

- JamuMaterialsinYo皇yakarta(1)-

AyaNITTA**

Indonesiandrug(jamu)materialsof̀ t̀raditional

Javanese"typewerecollectedfrom threeshopsin

Yogyakarta,YJSin1974,andYJJandYJM in

1978. Sixty-one materialswere obtained from

YJS,andwhoseownerwasahalf-bloodedJavanese-

Chinese,and66and55from YJJandYJM. The

ownerorYJJwasanoldwomanwhospokeonly

Javanese. YJM waslocatedin afoodmarketand

wasownedbyaJavanesewhocould speak lndo-
neSlan.

は じ め に

1971年以来,著者の調査によれば,東南ア

ジア諸国には,少な くとも2- 3の系統の全

く異なる医療 と,それに伴 った薬物,すなわ

ち近代的医療のための合成医薬品と広い意味

での伝統的医療に使用される生薬あるいは薬

用植物,動物および鉱物がみ られる｡ 現在,

都市部の, しかもごく一部の人 々が前者の恩

恵に浴 し,大多数の人 々はなお後者に強 く依

存 している状況である｡本 シリーズの報告は,

*第Xr報 :Nitta,AyaczaZ.1980.Southea∫tA∫ian
Siudie∫18(1):124-153.

**京都大学薬学部 ;FacultyofPharmaceuticalSci-

ences,KyotoUniversity,Yoshida,Shimoadachi-
cho,Sakyo-ku,Kyoto606,Japan
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Jamusamp一escomprisedmainlyplantmaterials,
togetherwithoneanimal)akindofcoral,andthree
minerals. Plantmaterialsweredividedintoten

groups,namelywood-trunk)barkJrhizomeJroot)
leaf,凸ower,fruit,seed,herbandothers.

Thisarticledealswithaboutahalfoftheplant

materials,namely43kindsinthegroupsfromwood-

trunk to flower. Their botanicalorlglnSWere

identified,andthevernacularnamescitedinthe

literaturea.represented.

この伝統的医療について,それに使 う薬物を

調査することによって解析を試みようとする

ものである｡

東南アジア諸国のいずれの国にも中薪か,

またはインド生薬一 畳的な問題を抜きにす

ればその両方- と,狭い意味での伝統的生

薬がある (Table1)｡ ビルマとタイの国境は

現在インド生薬と中薪の境界線であって, こ

のことはまさにインド人と華人の進出の接点

を示 している｡ なお,Tablelには品目数な

どを考慮 して表現 した｡ 著者の既報および未

報の資料によれば,中薪は使用に際 し十分な

数と考えられる｡ シンガポールおよびマレー

シアのインド生薬は 1店で約50品目み られる

にすぎず, しか も食糧品店の兼業である｡ -
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TableI TraditionalDrugMaterialsExisted
inSoutheastAsianCountries

Country Chinese Indian Local

Singapore †什 +
Malaysla +什 +
Indonesia Ⅲ

Thailand 川

Burma 一什

+:existenceordrugmaterials

-汁 :lessthan300kindsinashop

料:morethan300kindsinashop

+
≠

侶

≠

方,インド生薬 は数百品目以上あるともいわ

れていることを考慮すれば,50品目は最少必

要数であろう｡ 狭義の伝統生薬については,

タイ国では 1店の品目数が400-700, ビルマ

では100-200,インドネシア,マレーシアで

は約50と少な くなる｡ インドネシアとマレー

シアでは品目数はほぼ同 じとみ られるが,刺

用状況が違い, インドネシアの方がより利用

されていると思われる｡ タイ国とビルマには

伝統医の国家試験制度がある｡ このように伝

統にもさまざまなレベルがあるが.著者は商

品として流通 している薬物をまず取 り扱いた

い｡

さて,インドネシアでは中薪 とインドネシ

アの伝統生薬 jamuがある｡本報は jamu の

出自を明 らかにし,かつその有効性を科学的

に実証するための基礎的資料とす ることを目

的としている｡

Jamu は正確にはジャワの伝統的薬物であ

るといわれている｡1971年か ら10年間にわた

って,インドネシア各地において市場性を も

っているjamu材料 (生薬)を収集 し,14カ

所か ら約 850点を入手 し,現在京都大学薬学

部に保管 している｡

Jamu という用語ではないが,インドネシ

アの薬用植物 として,戦前は主としてオラン

ダ人による研究が多数あり,その概要 は van

Steenis-Kruseman[3]によって知ることがで

きる｡ それ らの中では Heyne[8]が薬用植物

のみならず,有用植物全体を広 く取 り扱い,

内容 も極めて豊富である｡ 戦時中, 日本海軍

による 『東印度諸島産薬用植物資源に関する

調査報告書』[9]は jamu を市場性の あるも

のとして取 りあげ,田舎で ドクンと呼ばれる

民間医も近隣の山野で用時採取する薬用植物

に加えて街の jamu薬店で生薬を買って使 う

ことを記録 している｡それ らjamuの品目,

数をみる限 り,最近の資料 とあまり違わない

ように思われる｡ 戦後はインドネシア人によ

るものがい くつかみられるが,いずれ も著者

の経験に戦前の文献を加えたと考え られ,記

載された薬用植物の品目は 多いものでは400

以上であるが,市場性についてはほとんど記

載 していない｡ しか しなが ら,最近インドネ

シア政府下部機関のひとつである食品薬品管

理局 (DirektoratJenderalPengawasanObat

d礼llMakanan)が,市場の生薬を規制す る目

的で, 1巻20品目ずつのモノグラフを1977年

か ら出版 しはじめ,1981年現在 3巻まで既刊,

この事業は数巻刊行予定であるときいている

[1a-C]0

このように,インドネシアは戦後独立 して

以来,民族意識の高揚に伴い,伝統的薬物を

認識 し直す社会状況にある｡ このような傾向

は発展途上国に共通 しているが,近代医学の

発達 した日本で も,最近急増 しつつある薬害

に対す る大衆の知恵 として日本の民族医療で

ある漢方が再認識され,漢方薬人口は年 々増

加 してきており,保健薬としての漢方処方は

すでに薬局方に約200処方が収載 されている｡

インドネシアにおけるjamu利用の状況で

あるが,商品として大 きく三大別される｡ す

なわち, (1)Jamu材料(生薬):Jamu 薬店

で取 り扱い,すでに処方された ものもある｡

Jamu 薬店には中新店でみ られるような医師

はいない｡店主はジャワ系,イン ド系,中国

系,マレー系などさまざまで,それにより生

457



東南アジア研究 19巻 4弓･

薬の種類 も少 しずつ異なっている｡ (2)Jamu

製剤 :粉末で, jamu製剤会社の処方による

もので,ジャワ島のみならず外債にまで広 く

行きわたっているといわれている｡ Jamu薬

店にも置いてあり,手軽で便利なことか ら最

もよく利用されていると思われる｡ (3)Jamu

ドリンク :Jamu 薬店の店頭売 りと若い女性

行商人によるものがある｡後者では毎日早朝

に作 り,約 1g容のウイスキーなどの瓶に入

れ,数本を背負い寵で行商 し,その日のうち

に売 り切 って しまう｡ジャカルタやボゴール

では壮年か ら老年の男たちがこのような行商

人を囲んで一一服 し, ドリンクを飲んで,束の

間の清涼感を味わ っている風景をみることが

できる｡ 店頭売 りの方は2.-3g容のステ ン

レスか,ほうろう製の容器で 2- 3種類あり,

暑気当りや風邪などに母親が子供に飲ませた

り,若い女性がやせるために飲んでいるのを

よ くみかける｡ これは毎 日調製するのではな

く,加温 して数 日くらいは保存がきくようで

ある｡このように,jamu はいろいろな形で,

保健薬としてばか りでな く,ある種の病気の

治療薬として多 くの人 々に利用されている｡

しか しながら,それ らの生理作用や化学成分

など科学的検討は未だほとんどなされていな

い｡Jam11製剤や ドリンク剤 もjamu 材料か

ら製するものであるが,市場品は通常植物の

一部で しかないため,その基原植物の同定が

困難である｡Jamu 材料の産地に行けば,そ

の問題は解決する｡しか しなが ら,研究材料の

出所を追究することは,商品である場合それ

ほど容易なことではない｡そこで,生薬のみか

らその基原植物の同定が必要 となって くる｡

また,インドネシアは多民族国家であり,一

物に対 して多 くの言語がある｡ このことか ら

同名異物 も少なか らず存在すると思われる｡

Ⅰ 材料収集,同定および記載方法

Jamu 材料は, 1店で取 り扱 う全品目を名

称とともに収集 した｡ 用途や薬効は,病気の

概念が異なること,および通訳介在のため精

確を期待 し得ないので, 全部はききとってい

ない｡薬店は非常に小さく,店名のないもの

があったので,記号を使 って整理 した｡

ジョクジャカルタがジャワ文化の中心地の

ひとつであったことか ら,まずそこで集めた

ものについて述べる｡ 1店はジャワ語のみを

話す自称 100歳以上という老婦人が店主の薬

店 (YJJ), 1店は生鮮食品マーケ ット内にあ

って,インドネシア語の通 じるジャワ人の薬

店 (YJM),最後の 1店はジャワ人と中国人の

混血婦人のいる薬店 (YJS)で,収 集 した生

薬はそれぞれ66,55および61品目で あった

(Table2)｡ 生薬名は YJJ店ではジャワ人の

M ･Soehadji氏, YJM 店では中国系インド

ネシア人の H.W iriadinata氏,YJS店では収

集者吉田集而がききとって書いたが,いずれ

も言語学者ではないので,発音を精確に表記

しているかどうか問題がある｡

3店の生薬を相互に比較するため,用部別

に整理 した｡すなわち材 ･茎類,皮類,根茎

Table2 JamuMaterialsCollectedinThreeShopsatYogyakarta

Mark Number Coil.date Collector Owner

YJJ 66 January1978 AyaNitta JavanesewhospokeJava
languageonly

YJM 55 December1978 AyaNitta& H･Wiriadinata Javanesewhocouldspeak
lndoneslanlanguage

YJS 61 August1974 Shu jiYoshida half-bloodedJavanese-Chinese
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類(ショウガ科の根を含む),板類,薬類,花

類,果実類,種子類,全学類,その他類,動

物類および鉱物類である｡ 本報では材 ･茎類

(Wood-trunk)- 材 4,茎 2- ,皮類 (Bark)

8,根茎類 (Rhizome)14,板類 (氏()ot)6,菓類

(Leaf)1および花類 (Flower)8,合計43品目

について述べ,残 りは次報 とする｡

基原植物の同定はライデ ン大学薬学部生薬

標本 と照 合, さらにライデ ン,Rijksherba-

rium,インドネシア,HerbariumBogoriense

ならびに京都大学理学部植物標本庫のものと

比較 して行なった｡ また,それ らが薬用とし

て使用されていることを参考文献 (番号付記

のもの)により確認 した｡同定の精度はかな

りバ ラツキがあり,将来,より詳細な研究を行

う予定である｡ 皮類生薬では外観上か らの鑑

別が難 しいので,内部構造の弱拡大写貢を付

してお く｡根茎類生薬は外部形態(色,形,大

きさ)や香 りが内部構造よりも重要な鑑別点

となる｡

記載の順序 は以下の通 りである｡ まず用部

ごとに大別 したのち,同種あるいは近縁と思

われる生薬 ごとに一括 し,整理番号 (店名記

号と生薬番号) と生薬名を見出しとして列挙

した｡同 じ用部内の各見出しは基原植物の科

名アルファベ ット順である｡以下,各生薬に

ついて同定または推定された種名ならびに科

負,そして文献か ら引用 した地方名を列挙 し

た ｡

学名の取扱いは最 も厄介な問題であるが,

最近インドネシア政府下部機関か ら刊行 され

た文献にあるものはそれに従 った｡それ以外

のものは文献か ら引用 した学名を無批判にあ

げた ものが多い｡Ftoraof/avaI[10]に記載

されている種は栽培種 も含めて *印をつけた

が,確かに分布 していると思われる種で も見

解の相違か らか, もれているものもある｡

地方名については,できる限 り言語名とと

もに記載 した｡ まず現在 の インドネシア語

(Ⅰと略す),次に旧マライ語 (Mと略す),

次 に インドネシアを地域 により7区分 し,

Sumatera,Kalimantan,Jawa(Baliを含む),

NusaTenggara,Sulawesi,Maluku,Irianの

順 とし, コロンの前に置いた｡言語名を地方

名のあとに ( )で入れたが,言語名か地域

名かわか らないものがあり,オランダ語表記

のもの もある｡ 東西南北 は EリW.,S., N.

を付 した. 出所不明の地方名は最後に一括 し

た ｡

なお, 各生薬で気付いた点は Ⅱ 同定結果

の各々の末尾に記述 した｡

( )の省略は以下の通 りである｡J:Java-

nese,S:Sundanese,Mad:Madurese,Mak:

Makassarese, Minangk: Minangkabaus,

Minah:districtMinahasa,S.0.K.:Sumatra

eastcoast,S.W.K∴Sumatrawestcoast.

ⅠⅠ 同 定 結 果

Wood-trunk

ⅥTood

1)YJJ2Kayusecan色,YJM 45Secan畠,
YJS1Secan皇

Cae∫alPz'nia∫az4a7iL.*[1a;3-9]Legumi-

nOSae

I:Kayu sema,Secang,M.･Kayu sema

(Menado), Lolong (Maluku), Secang

(Jakarta),Sepang,Sumatera:Seupeung,

Seupeueng(Aceh),Sepang(Gayo),Sopang

(Toba13atak),Sapang,Cacang(Minangk),

Jawa:Secang(S),Kayusecang(J,Mad),

Soga jawa (J), Cang (Bali), Nusa

Tenggara:Sepang(Sasak),Supa,Sapang

(Bima), Sepel (Timor), Hape (Sawu),

Hong(AlorPantar),Sepe(Roti,W.Timor),

Sulawesi:Kayu sema (Menado), Dolo

(Bare),Sepang (Mak), Sepang (BugiS),
Pasa (Minah Tomboeloes, Tooeloersor
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Tondanos),Naga (Minah Tooeloers or

Tondanos), Maluku: Sawala (Galela),

Hinianga (Tobelo,Modoles),Sinianga

(Loda),Singiang(Pagu),Sunyiha(Ternate),

Roro(Tidore),Sefen (Weda),originun-

known:Kayusapan,SogoJawa.

2)YJJ3Widolotaut,YJS3Dorolaut

Stり′CAno∫h'gu∫tr2'7ga BL.[3-9],S.nux-

vom2'caL･*[4;5],S･rAeedeZCLARK [4]

Loganiaceae,Xz'men2'a amm'{ana L.[4]

01acaceae,El"yCOmaZongtfolz'aJACK.[7]

Simarubaceae

M:Bidaralaut)BIPait)B-putih,Kayuular,

Java:Daralaut,D-putih,Widorolaut(∫),

Bidara gunung (Mad),NusaTenggara:

Songga(玉ima),Aibetek,Aihedu,Hau

fcta(Roti),Mabaputih (TimorSamau),
Elu,Aibaku maruk (Timor Tetoem),

Sulawesi:Ajumapai,Bidaramapai(Bugis),
orlglnunknown:Bidarapahit,Kayubidara

laut,Widlaputih,Widoroputih･

2)2店の生薬は形状 が異 なるが,いずれ

もStrychno∫属と思われ,X3'mem'a およ

び Euり′COma両植物の地方名は省略した.

3)YJJ 1 Cendana wan畠,YJM 10

Cendana,YJS 2 Cendana

SantaZumalbumL･*[3;6-9],S･2anicuLata

RoxB.[5]Santalaceae

M:Cendana,Sumatera:Candana (Mi-

nangk),Kalimantan:Cindana(Katingan),

Sindana(°ayakTidoeng),Jawa:Candana

(S,J,Bali),Candani(J),Candhana,C-1alek

(Mad),NusaTenggara:Ainitu(E.Sumba),
Dana (W.Sumba),Kaju 乱ta(Ende),Ai

nituk (Roti),Hau m礼ni(W.Timor),Ai

kamelin(TimorTetoem),Kamenir(Wetar),

Maoni(Kisar),Sulawesi:Sundana(Sangir),
Sondana(Mongondows),Ayuluhi(Goron-

talo),Domedolu (Buol),Candana (Mak,
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BugiS),Maluku:Kaisaruno (W.Scram

Elpapoeti),Aisaru'uno(Amahai),Aisalun

orAisarun (Haruku),Aisaruno(Nusa

Laut),AilsalunorAilsarun(Saparua),

Kasalune(BuruKajeli),originunknown:

Cendani,Ilaumani,Kayucendana,Kayuk,

Lomodarobout.

4)YJS19Kayu皇aru

Agu2'7ariabancanaMIQ.,Syn.Gony∫tyZu∫

banCanu∫ BAILL.,A.macroP々 γZZaMIQ･,

Gony∫tyZu∫M3'gueh'anu∫T･etB･,A･maZac-

cen∫2'sLAMK･[5;6;8],A･agaZZochaRoxB･

[9]Thymelaeaceae

Agu3'Zan'a-M:Karas,Kepang (Biliton),
Mengkaras,Sumatera:Alim(TobaBatak),

Kareh(Minangk),Halim (Lampung),ori-

ginunknown:Garu,Kayu garu,K-garu

siam,Menameng-nameng,Pin礼ngbaik･

Goり′∫tyZu∫-M:Kayu bulu,Menameng,
Nameng(Bangka).

4)Heyne[8]によれば,産地により属の異

なるものがあり,また品質により多 くの地

方名があるようであるが,それらは省略す

る｡

Trunk

5)YJM 51Seriawan

Arcangeh'sZ'a,Gava(L.)MERR.*[2a;3;5;

7;8】,syn.A.Zemnzl∫cazaBECC.,Anamirta

jgavescen∫MIQ.,OrFZlbraweacJuOrOZeuca

MIERS,Syn･i.ttnczor3'aHooK.f.etTH.

[8]Menispermaceae

Arcangeh'sZ'a-Ⅰ:Sirawan,M:Daun bul

lan,Talikuning(Maluku),Java:Areuy

kikoneng(S), Oyod sirawanan,Peron,

p-?kebo)p-sapi)Sirawan)S-kunyit)S-susu)

S-ta主(∫),Sulawesi:Uwus(MinahTontem-

boans), Maluku:Wali or Wari bulan

(Ambon),Gumimodoka(Galela),Molo-
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leya(Tobelo),originunknown:Ⅹayuseri-

aWan.

Fz'braurea-M:Akarkuning,A-kunyit,A-

mangkedun (Bangka),Areuy kikoneng

(S),Peron(∫).

5)Kloppenburg[7]によれば,Seriawan

の名称を有する生薬は茎のはかに花,葉な

ど数種あるというが,用部の-･致するもの

だけをあげておく｡

6)YJJ4Brotowali

T3'nosPoram'sPa(L.)MIERSeXHooK･f.

etTHEMS･* [1b;517],syn･T.rumPh'i'

BoERL.[3;5;6],T.tlEbercuZa/a(LAMK･)

BEUMEEeXHEYNEl3-6;8]Menisperma-

Ceae

I:Brotowali,Java:Andawali(S),Anta-

wali(J,Bali),Daun gadel,Bratawali,

Putrawali(J),originunknown:Kayuanta-

wali.Butrawali.

Bark

7)YJJ 8 Babakan pule (PhotoLa),
YJM 3 Babakan pule(Photo 1-b),
YJS4 Kayu pule

AIslom'a∫rAoZarisR.BR.*[2a;.3-8],syn.

A.sPectab3'h'∫R･BR･[5]Apocynaceae

I:Pule,M:Kayugabus,K-skola(Minah),

Pulai,Kalimantan:?Hanyalutung(Dayak),
Jawa:Lame(S),Pule(J),Polay(Mad),

Sulawesi:Kaliti(Minah lientenans),Re-

areangow(MinahPonosakans),Bariangow

(Minah Tomboeloes,TooeloersorTon-

danos),Deadeangow(MinahTonsawangs),

Rita (Mak),Lita-1ita (BugiS)I. Maluku:

Rite (Ambon),Tewer (Banda),Leleko

(Galela,Loda),Rangere(Tob(ラlo,Pagu),

Angere(Modoles),H礼nge(Temate),Irian:

Aliag(Kalanafat),originunknown:Kayu

sekola,Kita,Rariangow,Mariangow.

8)YJJ9Pulosari(Photo 2),YJM 39

Pulasari,YJS9Pulowaras

A/yx2'a rez'nZeJardle.ZIBL.* [1a],syn･A･

steZjTataR.etS.[5-7】,A.Zucz●daWALL.

[5-7;9],A/.vxz'a52.[315;8]Apocynaceae

I:Pulasari,KulitPulasari,M:Pulasarl,

Sumatera:Akarmempelashari,Empelas

hari,Mempelashari,Palasari,Pulasari

(Melayu),Java:Areypalasari,A-pulasa亘

Palasari(S),Pulasari(S,J,Mad,Bali),

Dasplasare(Mad),Adaspulasari(Jakarta),

Sulawesi:Balasari(Buton),Pulasari,Cal-

pari(Mak),Calapari(Bugis),Maluku:

Purasane(Ambon),originunknown:Kayu

pulasari,Pulosari.

9)YJJ10Kayurapet(Photo3),YJM

26Kayurapet

Paramerz'ataevigaZa(JUss.)MoLDENKE*

[1a],syn･P.barbaZa(MIQ.)K.ScHUM.

[5-8],P･ angu∫tzlor(MIQ･)BoERL.[5;6]

Apocynaceae

I:Kayurapet)Pegatsih)KulitKayurapet)

M:AkargerlP Putih,Sumatera:Kayu

rapet,Alargeripputih(Melayu),Gakeman

wayit(Lampung),Jawa:Kayurapet(S),

Megatsih,Gembor,Ragen (∫),Medaksi

(Mad),originunknown:Gagen,Rapet.

10)YJJ5Kayumanis,YJM 34Mamis

jan皇an,YJM 35Manisjan皇anjawi ,
YJSllManisjan皇an

C2'nnamomum burmanm'I3L.* [1a;5-9],

syn･C.Ch'nen∫t∫NEES,C･duZceNEES,

C.hiam21∫NEES[5,6]Lauraceae

I:Kulit KavumanlS,Kulit Kayumanis

Padang,Keningar,M:Kayumanis,Kani-

gar,Sumatera:Holim,H一manlS,Modang

siak-siak (Toba Batak),Kanigar,Kayu

manis (Melayu),Madang kulit manih

(Minangk),Jawa:Huru mentek,KiamiS
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Ph
oto1-a

YJ

J8Babakanp
ule

写真 スケールは,Photo4･a,

4-b は 200It,その他は 500J⊥

.: A: I, ,3 ･,, ･ ... A '･ I.覗 .I ...:. ･;i +...I..... :㍗

Photo1-b

YJM3Babakanpule

(S),Manisjangan(J),Kanyengar(Mad,

Kangean),Kacengar(Kangean),Kesingar,

Kecengar,Cingar(Bali),NusaTenggara:

Onte (Sasak),Kaninggu (Sumba),Puu

ndinga(FloresManggarai),Kanino(Bare),
orlgln unknown:Kassia,Kulit manlS,

Kayulegi,Kayumaniscina･

ll)YJM 52Sintok,YJS6Sintok,YJS

12Sintok
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…山

∴

Photo2

YJJ9Pulosari

Ci'nnamomum∫intocBL.
*[3
,･
5-9]Laura-

Ceae
Jawa:Hurusintok(S),
Wurusintok(∫),
orlglnunknown:Kulitsintok,
Sintok,
Sen-
tok,
Husintok.
12)YJJ7Babakankran皇ean(Photo

4-b),
YJM31Kran色ean,
YJS7

Keran皇ean(Photo4-C),
YJS8

Keran皇ean(Photo4-a)
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義

.I-I,.削

.I.:7:::I:....,.''.TI.T!.,:I-'+

.:
,
..::,::::::I:I.I:..:.
..:.
:
.:0I.,.,.;I:,
.::...::I.;:J..:.''=I.脚.TJ,I,i.,,.'fT.''.I-.二

.

Photo3

Photo4-a

YJS8Kerangean

Photo 4-b

YJJ10Kayurapet Y JJ 7Babakankrangean

LZ●zsea cztbeba (LoUR.) PERS.* [3;6-8]

Lauraceae

Jawa:Kilemo,Lemo(S), Krangeyan(I),

orlgln unknown:Krangean,Kileman.

13)YJJ 6Mesoyi(Photo5),YJM 36

Mesoyi,YJS5Mesoyl

C/PyPtOCaryaarOmatica(BECC･)KosTERM.

……

Photo4-c

YJS7Kerangean

[3;4],syn･Ma∫∫oZ'aaromatz'caBECC.[5;

7-9]Lauraceae

Irian:Maho(Sekar),Aikor,A-kori(Nu-

fur),Aikor(Wandamen),Aikori(Jaoer),

Triga (N･W･Rivier),origin unknown:

Kayumesoyi,Mangsoi,Mangsoyi,Masol,

Masoji,Masoyi,Masoyill,Masooi,Masuwl,
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Photo5

Y JJ6Mesoyi

Photo6

Yュs10Kayutimur

Mesoyl･

14)YJS10Kayutimur(Photo6)

GrezeJiasaZutarisSpAN.[3;5-8]Tiliaceae

M:Pasolder (Timor),Nusa Tenggara:

Kamila(FloresLarantoeka),Nila(Solor),

Lino(Roti),Hautunis,Niloyawas(Timor),

orlglnunknown:Kayutimur,K-timor.

Rhizome

15)YJJ20Dlin皇0

464

AcoruscaZamusL.'llb;3-

9]Araceae

I:Jaringau,RimpangJari-

ngau,Dringo,M:Daringu

(Ambon),Jerangau,Jeri-

ngau,Doringo (Menado),
Ganuak(Timor),Jariango,

Rangau,Riangau (Banjer-

masin),Sumatera:Jerenge,
Jeureunge(Aceh),Jerango

(Gayo,KaroBatak),Sarango

(Ni乱s),Jarangau,Jariangau

(Minangk),Kalimantan:Ja-

riango(Banjar),Jawa:Dari-

ango,Jariango(S),Dlingo,

Dringo(∫),Jharongo(Mad),
Jhariango(Kangean),Deri-

ngo,Jahangu,Jangu(Bali),

Nusa Tenggara:Kaliraga

(FloresSika),Ganuak(Ti-

mor),Jeringo(Sasak),Nuak,

Ngganua'(Roti),Sulawesi:

Kalumenga(MinahTonsa-

wangs),Karumenga(Minah

Tontemboans,Tonsawangs),
Koringa(MinahTontembo-

ans),Kayombung (Minah

Ponosakans), Karimbenga

(Minah Tonseas),Karime-

nga(MinahTomboeloesorTondanos),Ka-

1umunga(Minah Bentenans),Karimanga

(MinahBantiks),Kariango(Bare),Areango

(BugiS),Kareango (Mak),Maluku:Ai

wahau (Ambon),Bila (Masarete),Irian:

Gavanam,Gavnam (S.W.Marind),origin

unknown:Aiwahu,Dringu,Jarangu,Je-

rengee,Serango.

16)YJM 27Kayunampu

HomaZomena Pjavanz'ca V･A LDERW ･ V.
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Ros･[8]Araceae

Jawa:Nampu (CentralJava), Nyampu

(E･Java),Nambhutana(Mad).

17)YJM 13Gadun皇cina

Smi'Zax ch'na L.[5-8],i austraZ2'sR.

BR.[8]Liliaceae

M:Gadung cina,GISabrang, Sumatera:

Peundang(Aceh),Pendang(Gayo),Jawa:

Ghadhung tambha,G-cina (Mad),Sula-

wesi:Kayusina,Kasina(Bare),Gadung

(Mak,BugiS),origin unknown:Gheena,

Obatraja.

18)YJJllLaos,YJJ12Laos

LanguasgaZanga(L･)STUNTZ,*llb;2b;

3;4],syn･A12Z'm'agaZanga(L.)SwARTS

[5-9],A･カ′ramz'dazaBL･[1b]Zingiberaceae

I:Lenguas)Rlmpang Lengkuas, M:

Lengkuwas,Languwas(Maluku),Lingku-

was (Menado), Engkuwas (Besemah),

Sumatera:Langkueueh (Aceh),Lengku-

eus(Gayo), Kelawas(KaroBatak),Hala-

was(BatakSimeloengoen),Lakuwe(Nias),
Lengkuas (Melayu),Langkuweh (Mina-

ngk),Lawas (Lampung),Kalimantan:

Langkuwas(Ngaju,Sampit),Laus(Kati-

ngan),Jawa:Laja(S),Laos(J,Mad),Isem,

Kalawasan,Laja,Lahwas (tiali),Nusa

Tenggara:I-angkuwas(Roti),I,.aos(Sasak),

Lakuwahi(Kisar),Sulawesi: Hingkuase

(Sangir), Linguwa (Menad.D), Likui,

Lingkobato(Gorontalo),Linggobo(Buol),

Ringkuwas (Minah Bantiks), IJingkoas

(Minah Tonseas),Lincua′S(Minah Ton-

temboans),Lekui(Bare),Laja,Languwasa

(Mak),Aliku (BugiS),MaluhL:Langwas

(Kai),Lakwas(W.Scram),Kourola(Ama-

hai),Laawasi,Lawasi (Ant,on,Hila),

Lakuwase (Ambon),Laawasc,Latawasi

(Ha･ruku),Malawasil,Latawase (Nusa

LJaut),Lagoase (Buru Kajeli),Galiasa

(Galela,Loda,Ternate),Geliaha(Tobelo,

Modoles),Waliasa(Pagu),Lauwasel(Sapa-

rua), origin unknown.･Alku,Engkuas,

Galiaha,Galiawa,Giliaha,Lagoasa,Langu-

asa,Langueueh,I-angwasel,LaWaS,La-

wasi,Lengkueh,Likui.

19)YJJ15Kunci

Boe∫enbergz●aPandurata (RoxB･) ScHLE-

cHT･*[1a;2b],syn･Gastroc/12'Zu∫Pandu-

ratum (RoxB･)RIDL･[3-9],KaemAjTer2'a

PandurataRoxB.[6]Zingiberaceae

I:Temukunci,RimpangTemukunci,M:

Temukunci,Tunekunci(Ambon),Teki

kunci (Menado),Sumatera:Temukunci

(Melayu),Tamukunci(Minangk),Jawa:

Temukunci(S),Kunci(J),Temokunce,

Temmo konce,Konce (Mad),Koncih

(Kangean),Temukonci(Bali),NusaTeng-

gara:Dumu kunci (Bima), Sulawesi:

Tamukonci(Mak),Temukonci(BugiS),

Maluku:Tumukonci,Tombukonci(Am-

bon),Anipawahang,Uninowo,Unirawu

(Hila),Arufukonci(Haruku),Sun(Buru

Kajeli),Tampit(Ternate),originunknown:

Anipa wakang,Konce koneng,Koncl,

Kuncikuning,Tamokunci)Temupepet･

20)YJJ19Temuiren畠,YJM 53Temu

iren畠,YJS15Temuiren皇

CurCumaaerugz'no∫aRoxB･*[1b;2b;4-9],

C･AhaeoCauh'∫VAL.[5;6]Zingiberaceae

I:Temuhitam,RimpangTemuhitam,M:

Temu erang,T-itam,Sumatera:Temu

erang,T-itam (Melayu),Tamu hitam

(Minangk),Jawa:Koneng hideung (S),

Temuireng(J,Bali),Temoereng(Mad),

Sulawesi:Tamuleteng(Mak),Temtllo-

teng (BugiS),origin unknown:Ireng,

Koncng,Temoerang.
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21)YJJ21Kunir

Curcumadome∫13'caVAL.辛[1a;2b;3-9],

syn.C.ZongaL.[5;6]Zingiberaceae

I:Kunylt)Rimpang kunylt,Kunir)Ko-

neng, M:Kunyit, Kuning (Maluku),
Kunit,Janar (Banjermasin),Sumatera:

Kakunye(FJngganO),Kunyet(Aceh),Ku-

ning(Gayo),Kunyet(Alas),Kuning(Karo

Batak),Hunik(TobaBatak),Unik(Batak

Mandeiling),Odil,Ondil,Kondin(Simalur),

Undre (Nias),Kunyit(Melayu),Kunjir

(Lampung),Kunyir,Jiteng (Lampung

Aboeng),Kalimantan‥Henda(Ngaju,Kati-

ngan,Ot-danoem),Kunyit(OlonMaayan),

Cahang (Panyabung), Dio (Penihing),

Kalesiau (Kenya),Kunyit (Dayak Ti-

doeng),Kunir(Tinggalan),Kunit,Janar

(Banjar), Jawa:Kunyir, Koneng, K-

temen(S),Kunir,K-bentis,Temukuning

(J),Konyek,Temukoneng(Mad),Kunyit

(Kambangs), Nusa Tenggara:Kunyi',

Kunyik (Sasak),Huni(Bima),Kaungi,
Wingir,Winguru (E･Sumba),Dingira,

HinglrO,Kunita,Kunyi,Konyi,Winglra

(W.Sumba),Kuwunyi(Sawu),Kuneh(Flo-

resEnde),Guni(FloresSika),Kuma(Sol

lor),Kumoh(Alor),Kunik,Huni,Huni',

Unik (Roti),Iiunik(W.Timor),Kunir

(TimorTetoem),Kurlai(Leti),Lulumelai

(Babar),Ulin (Tanimbar),Sulawesi:Ui-

nida(Talaud),Kuni,Hamu(Sangir),Ala-

wahu(Gorontalo), Kolalagu(Buol),Pagi-

don (Toli-toli),Uni(Toraja,Saoesaoe),

Kuni(Toraja,Bare,Padoe,IJalaki),Kunyi

(Mak,Salayar),Unyi(Bugis),Kuni(Man-

dar,Balanipa,Binoeang),Unyik(Mandar

Tjampalagiang),Kunir(MinahBentenans),
Kunidi(Minah Bantiks),Kolawas(Mo-

ngondows),Kuni(Minah Tonseas,Ton-
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temboans,Tonsawangs),Kunir (Minah

Tooeloers or Tondanos),Maluku:Tum

(Kai),LTnin (Goram),Ina,Kunin,Uni

(E.Seram),Unin,One(W.Seram),Unine

(W.SeramPiroe),Enelo(Amahai),Kumino,

Unin(Hila),Unine,Unino,Uninun(Am-

bon),Unino (Haruku),Kunine (Nusa

Laut),Kunino,Uni henal (Saparua),
Kone(Masarete),Konik,Uni(BuruAm-

blaoe),Unin (Buru Kajeli),Kinu,Kon

(Sula Fagoedoe),Gulati(Pagu),Gurati

(Galela),Gogohiki(Tobelo), Guraci(Ter-

nate,Tidore),Irian:Rame(Kapaur),Kan-

deifu(Nufur),Nikwai(Windesi),Minnguai

(Wandamen),Yaw(Arzo),originunknown:

Alawau,Huning,Kakunge,Kunreh.

22)YJJ17Temu皇irin色,YJJ18Temu

girin皇

CurcumaJiey neanaVAL.etV.ZIJP･*[2b;

3;618],C.y2'n'dZPoraRoxB.[6;9]Zingibe-

raCeae

Ⅰ:Temugiring,Java:Temugiring,T-reng

(J),originunknown:Gireng,Temuireng･

23)YJJ13Temulawak,YJJ14Temu

lawak,YJM 50Temulawak,YJS

16Temulawak

Curcuma xanthorrhlza RoxB.* [1C;2b;

3-9]Zingiberaceae

I:Temulawak,Rimpangtemulawak,M:

Temu lawak,Sumatera: Temu lawak

(Melayu),Jawa:KonengCede(S),Temu

lawak (∫),Temo labak (Mad),origin

unknown: Aci koneng,Pangglan teS,

Temmolabak,Temokoneng,Temubesar,

T-1awas,TIPutih,T-raja,T-tis.

24)YJJ16Kuncipepet,YJM 22Kunci

pepet,YJS14KuncIPePet

KaemAfm'arotundaL･* [2b; 519],K･

angu∫zfoh'a Rosc･* [5-9],K･ unduZata
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T.etB.[6;8]Zingiberaceae

I:Kuncipepet, M:Kuncimenlr,Temu

putri(Jakarta),T-rapet(S･0.K.),Jawa:

Kunirputih, Kuncipepet,Ardong (∫),

Koncipet(Mad),Kuncikunot(S),origin

unknown:KunyltPutih,K-pepet,Konce

pet,Koneng bodas,Temu lati,Kur)ci

kuning.

25)YJJ20Kencur,YJS20Kencur

KaemAfm'a gafanga I,.* [1a;2b;3-9],

K･rotundaL.*[9]Zingiberaceac

I:Kencur,RimpangKencur,M:Bataka

(Menadc), Kencur(Jakarta), Kuncur(Ti-

mor),Cakur,Cangkor(Ambon),Sumatera:

Ceuko (Aceh),Tekur (Gayo).,Kaciwer

(KaroBatak),Kopuk(Mentawai), Cakur

(Minangk),Cokur (Lampung),Kencur

(Melayu),Jawa:Cikur(S),Ⅹ_encur(∫),

Kencor(Mad),Cekor(Kangcan), Cekuh

(Bali),Nusa Tenggara:Cekur (Sasak),

Cekir(W.Sumba),Sokus,Soku',,Sou,Sous

(Roti),Soku(Bima),Sokung(rrimorKu-

pang),Sikum (W.Timor),SulaWesi:Hulれo

poto (Gorontalo),Wakan (Minah Ton-

temboans),Suchur(Minah Tonsawangs),

Sukur (Minah Tonseas,Tor]temboans),

Sukuhu(MinahBantiks),Kencur,Sukung,

Sikum (Minah),Tadosi (Bare),Tukulo

(Buol), Cakulu (Mak),Ceku (BugiS),

Maluku:Asauli, Sauluh,Sahulu,Soul

(Ambon,Hila), Umpa (Ambon),Souru

(Haruku),Soulo(Nusa Laut,Saparua),

Onegai(Buru Kajeli), Bataka (Ternate,

Tidore),Kehiro(Amahai),Suha(E.Scram),

Sogi(Goram),Irian: Ukap (Marind),

orlglnunknown:Cenkuh,Cikuh,Sokung,
Suuro.

26)YJJ23Ben皇le,YJM 5Bengle,YJS

17Ben皇Ie

Zl'ngl'berPurPureum RoxB･*[1a;5],syn･

Z.ca∫∫umunarRoxB･*[2b;3-9],ZingZ.her

zerumbetRoxB.[9]Zingiberaceae

I:Bcngle,Rimpang BenglC,M･･Bangle

(Jakarta, Menado), Sumatera: Mugle

(Aceh),Bengle (Gayo),Bungle (Batak

Simeloengoen),13aglai,Banglai(Mentawai),

Banglai (Palembang),Bunglai,Bangle,

Kunit bolai,Kunnyit bolai (Melayu),

Banglai(IJamPung),Kalimantan:Bana-

galai(Ngaju),Jawa･.Panglai(S),Bengle

(J),Pandiyang (Mad),Banggele (Bali),

NusaTenggara:Banggulae (Bima),Ba-

ngalae(Roti),Sulawesi:Manglai,Mangulai

(MinahBentenans),Bangeri(MinahBan-

tiks),Bangelei,Wangelei(MinahTooeloers

or Tondanos),Kekuniran,Kukundiren,

Walegai(MinahTontemboans),Bale(Mak),
Panini(BugiS),Maluku:Uninmakei(Am-

bon),Bangle (Ternate,Tidore),origin

unknown:Bengere,Pandiang,Mungle･

27)YJJ24Jahe,YJS 18Jake

Zz'ngz'beroPcz'naZeRosc.*[1b;2b;3-9]

Zingiberaceae

I:Jane,Rimpang jahe,M:Alia,Jae,

Goraka(Menado),Halia,Pedas(Bcsemah),

Pemedas (Kutai), Sipadas (S.W.K･),

Sumatera:Halia (Aceh),Bahing (Karo

Batak),Pege(TobaBatak),Sipide(Man-

deiling),Lahia(Nias),Alia,Jae(Melayu),

Sipadeh,Sipodeh(Minangk),Pege(Lubu),

Jahi(LampungFabian,Paminggir),Jahik

(Lampung Aboeng), Lahia (Lamptlng

Pabian, Boemi,Agoeng),Kalimantan:

La主 (°ayak Sampit Katingan),Jawa:

Jahe(S),Jae(J,Kangean),Jhai(Mad),

Jae,Jahya,Lahya,Cipakan(BaliKrama),

NusaTenggara:Reja(玉ima),Jae(Sasak),

Alia(Sumba),Lea(FloresIJio,Sika),IJia,
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Lie(Roti),Laie(TimorKupang),Naije,

Naijel(W.Timor),Aimanas,Masinmanas

(TimorTetoem),Lia(Wetar),Lolai(Babar),

Ilii(Tanimbar),Laia,IJaian(Aru),Sula-

wesi: Luya (Mongondows),Moyuman

(Minah Ponosakans),Melito(Gorontalo),
Yuyo(Buol),Kuya,Kunimayaya(Bare),

Laia (Mak),Pese (BugiS),Lia,Buwo

(SangirSiaoe),Leya(Minah lientenans),

LiaRia(Minah Bantiks),Sedep (Minah

Tonseas),Li乱(MinahTomboeloes,Tooe-

loersorTondanos),Keri'it,Liatana'(Minah

Tontemboans),Leya (Bajos),Maluku:

Hairalo (Amahai),Puse,Sekeia,Sehi

(Hila),Sewe,Siwe(Ambon),Sehi(Haruku),

Sehil(NusaLautSaparua),Siwei(Buru),
Gisoro,Goraka(Galela),Gihoro(Tobelo,

Modoles,Pagu),Hilohiloto(Tobelo),Gi-

soro (Loda),Goraka (Ternate),Gora

(Tidore),Irian:Lali(Kalanafat),Manaman

(Kapaur),Pir(Nufur),Bagaw (Marind),

originunknown:Gember,Jhae･

28)YJM 40Puyan畠,YJS21Puyan皇

Zz●ng2'beraman'can∫BL.*[2b;9],Z･ar0-

maticum VAL.[2b;5]Zingiberaceae(See

Table3)

Table3SeveralKindsof''Lempuyang"andTheirBotanicalOriginsintheLiteratures

BotanicalOrigin
LiteratureNo.

1b 2b 3,7 5 6 8 9

Zi7tgiber
amar3'can∫BL.

Zl-ngl'ber
aromaticumVAL.

Zi71giber
ZitioraZeVAL.

Zingiber
ca∫∫umunarRoxB.

Zingiber
purPureumRoxB.

Zingibcr
zerumbetJ.SMITH
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L- L-

L-emprit Lemprlt Lemprit Lemprit L-emprit Lemprlt

Lpalt L･pait Lpait
L-pahit Lpahit

Lsapl

L- L･

Lwangl Lwangl L･wangl Lwangl

L-emprit
L･pait
L･room
L･rum
L･nase

Lpahit

Lpait

L-wangl Lwangl Lwangl
L-emprit L-emprit L-emprlt

Lpait Lpait
L･room L-room
L-rum L-rum

L-nase

Bengle Bengle Bengle Bengle Bengle Bengle
L-

Bengle

L･gajah L-gajah L-gajah
L-kapur
L･kebo
L-paek

L-kebo

Lgajah L-gajah

Lkapur L-kapur Lkapur
L･kebo L-kebo

Lpaek
L-kuban

Lpaek

Bengle
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28)PuyangつまりLempuyangは3種類

L-emprit,L-wangi および L-gajahが区別

されている｡それ らの基原植物 と地方名の

関係はTable3の通 りである｡ここで文献

番号 [9]のものを無視すれば,基原植物は

4種となり,そのうちの 2種は従来混同さ

れていたものであることがわかるので,そ

れ らをあげてお く｡

Ro()t

29)YJM 41rulepandak,YJS23rule

pandak

RauzeJOZja ∫er2entz'na BENTH.* [316;8]

Apocynaceae

M:Akarticus,Jawa:Pule pandak (J),
orlglnunknown:Pulaipandak.

30)YJJ27Pucuk,YJM 43Pucuk,YJS

24Pucuk

Sau∫∫ureaZaZPaL･[5;6;8]Compositae

orlglnunknown:Poctlk,Pucuk.

31)YJS13Lorosetu

Andro2ogon c2'trazu∫ DC [5; 6],syn.

CymboZogon citratu∫STAPF,*A.nardu∫

L･[5;7;9],syn･C･nardusRENDLE,*A.

∫choenanhu∫BENTH･[5;6],A.7Wrdu∫vcr.

{enferu∫[6;8],A.zZ'zanoide∫URBAN[7;8]

Gramineae

M:Akarbabau(Menado),A-banda(Ti-

mor),A-wangi,Iser,Morawastll(S.0.K.),

Narestu,Narwatu,Usaf,Sumat｡ra:Useur

(Gayo,Batak),Hapias(I3atak),Usa,Urek

usa(Minangk),Jawa:Janur,Narawastu,

Usar(S),Larasetu,Larawastu,Larawestu,

Rarawestu(E.Java),Karabistu(MadSoe-

menap),Lorowistu,Rowistu(MadBangka-

1an),Anggarawastu,Padangba･badsanur,

p -resi,p-candaca(Bali),NusaTenggara:

Ambarwestu(Sasak),Nausinafuik(Roti),

Sulawesi:Tagohi(MinahBantikus),Wo-

ndu (Minah 】〕entenans,Tontemboans),

Tahele(Gorontalo),Akadu(Buo]),Nara-

wastu,Sareambong(Mak,BugiS),Maluku:

Babuwamendi(Weda),Ruju-ruju(Galela,

Tobelo,Modoles,Pagu),Garamakusu

batai(Ternate), Baramakusubatai(Ti-

dore),originunknown:Akarbatahu,Alang

alangwangi,Babuamendi,Jamur,Loro-

se叫 Serebandang,Serehwangi,Sukut

kemangl.

31)Heyne[8]は地上部 (全学)を使 う場

合 と地下部 (梶)を使 う場合を別種として

記載 しているが,生薬か らは同定ができな

か った｡地方名は地下部を使 う場合のもの

である｡

32)YJJ25Kayu legi,YJM 30Kayu

le皇i,YJS22Kayumanis

a/ycyrrh'zagZabraL･[5;7-9]Leguminosae

M:Kayumaniscina,Jawa:Kayulegi(J),
Ⅹajumanescena(Mad),originunknown:

Kayumanes,K-manis.

33)YJJ26Klembak,YJS25Kelembak

RAeumsP･[5-8],R･AaZmatum L.[9]Poly-

gOnaCeae

M:Kelembak,Jawa:Kalemba (S),Ka-

1embak(J,MadPamekasan,Bangkalan),

Talembak (Mad Pamekasan),origin un-

known:Kayugaru,Klembak.

34)YJM 6Besole

unidentified.

34)本生薬 は草本植物 の根 と思 われる｡

Heyne[8]はこれに C々 γdenanthe∫exceZZsu∫

(BL･)MIERS,Lecythidaceaeをあてている

が,その用部は皮および種子であって,本

生薬とは一致 しない｡

Leaf

35)YJJ 28 Jo皇erap,YJM 17 Jon皇

rahap,YJS27Jon皇rahap
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Baecheafrute∫cen∫eL･[1a;3;5-9]Myr-

taceae

I:DaunJungrahab,Jungrahab,M:Jun-

jung atap,Ijar (Bangka),Ujung atap,

Sesapu(Biliton),Sigamei-gamei(S･W･K･),
Sumatera: Aron (Aceh), Game-game

(Batak),Sigamei-garnei(Minangk),Ijar

atap,Junjungatap,Tuturatap(Bangka),

Ujungatap,Sesapu(Biliton),Ujungatap,

Daun cucuratap (Melayu),Java:Jung

rabab,Jung rahab,Jung raab,Ujung

raab(J),Jungrahab(Mad),Anjungatep,

Anjung raab (Bali),origin unknown:

Jhungraha'b,Kayuracak,K-racah･

Flower

36)YJS48Mun皇siarab

Artemz'SZ'acZlnaBERG.[5;7;8]Compositae

orlglnunknown:Mungslarab,Musュarab,
Mosearab.

37)YJJ33Sekarwulu,YJJ 34 Kem-

ban皇pule,YJM 48Sekarpule

Carzhamu∫12'ncton●u∫L.[1C;3;5;8;9]

Compositae

I:Kembang pulu,Kesamba,M:Kasu-

mba,Sumatera:Kesumba(Melayu),Jawa:

Kembang pule (J), Kasombha (Mad),

Sulawesi:Rale,Ralet(BugiS),originun-

known:Kasomba.

38)YJS28Sukma

GunneramacroP々 γ72TaBL.*[5-8]Haloraga-
Ceae

Java:Hariyanggede,Tarategunung(S),

Sukmadiluwih(J),originunknown:Kem-

bangsirih,Sukmodiluwih,Teratalgunung.

38)本生薬は PziberbetZeL.キンマの花穂

によく似ているため,しばしば混同され,

Ⅹembangsirih(sirihはキンマの名称)の

名称をもつ ことがある｡
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39)YJJ32Sudowaya,YJM 24 Kem-

ban皇sidowayah

WoodfordZlafrul2'{0∫a (L.) KURZ.辛 [1C;

3;4;9],syn.W.,GorzlbundaSALISB.[5-8]

Lythraceae

I:Sidawayah,Bungadanbuahsidawayah,

Jawa:Sidawayah,Sidowayah (J),Nusa

Tenggara:Silu,situ(Timor),originun-

known:Padisari.

40)YJM 19Kemban皇pala

Myrz'∫tz'cafragran∫HoUTT.* [8]Myristi-

CaCeae

41)YJJ30Cengkeh,YJM llCen皇keh

Syzyg2'um aromat2'cum (L.) MERR. et

PERRY*[4],syn.Eugem'aaromatzlca0.K.

[3;518],E･caり′02 γ々77ataTHUNB･[3;5;6;

9]Myrtaceae

M:Bunga lawang,Kembang lawang,

Cengkeh,Sumatera:Bungeulawang(Ga-

yo),Bungalawang,Singke(KaroBatak),

Bungalasang(TobaBatak),Sake(Nias),

Bungacangkeh(Minal一gk),Cangkih(Lam-

pung),Kalimantan:Sangkeh orCangke

(Ngaju),Jawa･･Cengkeh(S,J,Mad,Bali),

Wunga I-awang (Bali),NusaTenggara:

Cangkeh (Bi-a),Sinke (Flores Sika),

Pelasenge(Roti),Sengke(Timor),Cengke

(Kisar),Sulawesi:Bungarawan(Sangir),

Singke (Minah Bentenans,Tomboeloes,
Tooeloers or Tondanos, Tonsawangs),

Bulangang (Minah Ponosakans),Cingke

(Minah Tonseas),Since (Minah Ton-

temboans),Hungolaw且(Gorontalo),Bula-

ngawang (Mongondows),Bwungolaango

(Buol),Cangke(Mak),Sangke(N.Salayar),

Cengke(BugiS),Maluku:Mangalaan(Go-

ram),Poirawane (W.Seram Elpapoeti),

Pukelawane (Waraka),Poilaane(W.Sc-

ram),Peelaano (Amahai),Kupanahane
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(S･Scram Noeaouloe),Pulawano (Sepa),

Pulawane(Ambon),Pokolawan,Poulawano

(Haruku),Pekalawa,PualawarLyO (Nusa

Laut),Perawano(Saparua),Buglawa(Buru

Kajeli),Buglawan(Lisela,Masarete),G0-

mode(Weda),Bululawa(Galela,Tobelo,

Modoles,Pagu),I3uwalawa (I-JOda,Ter-

nate),Gomode(Tidore),originunknown:

Wangalawang･

42)YJM 55Kayuwala,YJS30Kayu

lanan皇

Boras∫u∫jgabmferL･[3-8]Palmae

M:Lontar,Pohonsiwalan(Banjermasin),

p-tuwak (Timor),Sumatera:lJOnta (Mi-

nangk),Kalimantan:Lontar(DayakSam-

pit),Jawa:Ental,Etal,Lontar,Tar(J),

Taal,Tarebung(Mad),Bhungkanakara-

kara(Kangean),Tribung(Sepoedi),Pohon

dauntala(Kambangs),Ental,Rontal(Bali

Krama),NusaTenggara:Manggi叫 Me-

nggitu(Kambera),Manggutu(E.Sumba),

Magitu,Manggita,Mangita,Mangito(W.

Sumba),Kepuweduwe(Sawu),Puukori

(FloresEnde),Koli(FloresSjika),Tuak

pokang (Solor),Babelahe (juor), Tua

(Roti,W.Timor),Akadirun(W.TimorTc-

toem),Tio (IJeti), Aalun (Wetar), Togo

(Loewang-Sermata), Koo ono (Kisar),

Kalso (Tanimbar), Sulawesi:Pun lontar

(Toli-toli),Lontara(TorajaI)a′doe), Tala

(MakSalayar),Ta(Mak), I-omosariang

(MandarMadjene),Tala'(MandarTjam-

palagiang),Maluku:Koil (Kai),Kolir

watan(E･Seram),Lontoir(Hila),Magal

honi(BuruKajeli),Magarkaun(Lisela),
Emponingsijar(Hoekoemina),LOntarfbni

(Amblau),Irian:Seriai(Jaurefa),Uga

(Marind),originunknown:Aalum,Bhang-

kama kara-kara,Buah lontar, Mangitol,

Pohontuwak,Pulukori,Soko,Stal,Wala,

43)YJJ 29 Kemban皇 sari,YJM 18

Kemban皇sari,YJS29Ban皇sari

Sch'ma zeJalh'C/lZ●Z'(DC)KoRTH.[2a],S.

noronJ5aeREINW.[6;8]Theaceae

I:Puspa,Sumatera:Simartolu (Batak),

Madang bungkar,M-miang (Minangk),

Jawa:Ihru batu,H-manuk, Puspa (S),

Puspa(∫).

43)本生薬 の 名称 は イ ンド生薬 の M e∫ua

ferreaL Guttiferaeに由来す る｡確かによ

く似てお り, また本生薬 (花) および果実

が西 ジャワで伝統的に使われていたため,

混同 とい うよりす りかえが生 じた と考え ら

れ る｡
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